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武蔵野大学　人間科学部
藤森　和美
1.CRTの変遷
平成 27 年 8 月 27 日木曜日、大分県別府市で「第 10 回全国こころのケアチーム連絡協議会」の業務
連絡会議が開催された。この会は、平成 18 年度から平成 26 年度までは「全国 CRT 連絡協議会」と
称され、第 1 回から 9 回まで開催されていた経緯がある。
もともと山口県精神保健福祉センターが中心となった学校危機介入チームである CRT（Crisis 
Response Team）は、「児童・生徒の多くにトラウマ（心的外傷）を生じかねないような事故・事件
等が発生した場合に学校に駆けつけるこころのレスキュー隊」というコンセプトのもと立ち上げられ
2003 年からその実働を開始した。山口県での活動の発端となったのは、2001 年の大阪教育大学付属
池田小学校の児童殺傷事件であった。もし自分たちのコミュニティで同様の事件が発生した場合に、ど
のように被害者、遺族や家族、教員、地域の人々を支援するかを考えた場合に、緊急に現場に駆けつけ
ることのできる訓練された精神保健領域の専門家集団が必要であると現山口県精神保健福祉センターの
河野通英所長は考えた。正式発足まで 2 年という長い準備期間を必要とした。その期間に標準化され
たマニュアルを作成し、チームの隊員の登録と研修を繰り返し行っている。マニュアルには、県域を越
えた地域から要請があった場合にも共通した支援方法を理解できるような配慮もなされている。
当日の様子
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このマニュアルに従い長崎県、静岡県、和歌山県、大分県、石川県が名乗りを上げ CRT が発足して
いる。その後、いくつかの政令指定都市の精神保健福祉センターにおいても近似した活動が見られるよ
うになった。さらに京都府教育委員会も教育委員会を中心とした CCST（ Combined Crisis Support 
Team）というタイプの緊急支援チームを発足し活動している。表１に、各 CRT の発足の歴史を示した。
平成 18 年度から毎年 1 回、「全国 CRT 連絡協議会」を持ち回りで開催し、自県の活動報告、他県の
活動報告、加えて実践研修を行っていた。平成 27 年度の開催より名称を変更し、会議の内容もそれに
伴い改変となった。その背景には、各地方自治体の精神保健センターを中心とした CRT の活動が新た
な局面に入り、学校危機だけでなく災害時の精神医療保健活動にその守備範囲を広げることになったこ
とがある。
全国の CRT におけるこれまでの活動経過を表２に示した。CRT の活動開始から数年は活動要請が
あったが、次第に教育委員会が独自の緊急支援活動の方法を組み立てた経緯もあり、個別に精神保健福
祉センターに相談があるものの、CRT が出動することが少なくなってきている。小規模案件では、小
回りのきく教育委員会を中心とした活動が素早く対応ができることが多い。
筆者が活動する横浜市には CRT は発足していないが、横浜市教育委員会が独自の緊急支援を行って
おり、平成 26 年度は 21 校に学校カウンセラ－、スクールカウンセラ－、スクールスーパーバイザー
や指導主事らのチームが派遣され、活動の述べ日数は 46 日となっている。このように事件、事故、い
じめなどの案件で、生徒が怪我や死亡する、現場を目撃してしまうという被害体験が無くなった訳では
ない。むしろ全国的には、このような危機に対して、緊急支援による教員や保護者への心理教育や被害
体験をした子どもへの心理的ケアに関する意識は高まり、きめ細やかに対応出来るようになっていると
言って良いだろう。その結果、CRT に出動要請する案件が少なくなってきていると考える。
CRT が出動するには、死者が出る、子どもが直接非常に強い危機に曝される、目撃したりする、多
数のマスメディアに取り囲まれるなどかなり高い危機レベルでないと要請できないという課題がある。
そこまで危機レベルが高くない、事件や事故から時間が経過してしまった場合には、CRT の要請に躊
躇してしまう。この課題は、今後の CRT メンバーの人材育成の問題（出動経験がないスタッフが多く
なってしまった）や要請があった時の CRT、教育委員会、学校の役割分担と協働についての経験の蓄
積（経験がないため活動のリーダーシップなどが取れない）が伝承できないという問題などともあいまっ
て、今後の解決課題として認識されている。この解決課題は、CRT だけの問題ではなく教育委員会中
心の緊急支援チームでも同様のことが指摘される。指導主事の育成に関する課題や心理専門スタッフの
心理教育技法の習得について、藤森ら（2014、2015）はその重要性を報告している。
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2001.06.09 池田小事件翌日に山口県CRT準備開始
2003.08.23 山口県CRT正式スタート
2003.10.19 ～ 21 山口県CRT第１回出動
2004.01 静岡県検討会開始
2004.09.15 長崎県検討会開始
2005.04.13 静岡県CRT第１回出動（試行）
2005.06.10 ～ 13 山口県CRT第８回出動（高校爆発物事件）
2005.06.16 長崎県CRT第１回出動（試行）
2005.07.23 ～ 24 山口県で３県CRT合同研修
2005.09 長崎県CRT正式スタート
2006.06.12 和歌山県検討会開始
2006.06.15 静岡県CRT正式スタート
2006.08.24 第１回全国CRT連絡協議会（静岡県）
2006.08.29 ～ 10.01 山口県CRT第９回出動（高専学生殺害）
2007.08.23 和歌山県CRT正式スタート
2007.08.24 ～ 25 第２回全国CRT連絡協議会（和歌山県）
2007.12.05 ～ 06 和歌山県CRT第１回出動
2008.06.19,20,22 和歌山県CRT第３回出動 (初の全国連合チーム )
2008.08.22 ～ 23 第３回全国CRT連絡協議会（長崎県）
2008.11.01 全国 CRT標準化委員会設立
2008.12.24 大分県チームスタート
2009.04.01 大分県チーム准CRT確認
2009.06.01 石川県CRT（準備中）准CRT確認
2009.08.21 ～ 22 第４回全国CRT連絡協議会（山口県）
2009.09.01 石川県CRT正式スタート
2010.08.08 ～ 09 第５回全国CRT連絡協議会（大分県）
2011.07 大分県CRT出動 (バス事故 )
2011.08.29 ～ 30 第６回全国CRT連絡協議会（石川県）
2012.08.30 ～ 31 第７回全国CRT連絡協議会（京都府）
表１．全国 CRT 年表（山口県 CRT、2015 )
表２．学校 CRT 派遣実績（回） 2003 年 8 月～ 2014 年 12 月　（山口県 CRT、2015）
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 計
山口県 2 4 2 1 1 2 0 0 0 0 0 0 12
長崎県 - - 5 2 2 0 0 0 0 1 10
静岡県 - - 1 3 2 3 6 0 0 0 0 0 15
和歌山県 - - - - 1 3 2 0 0 0 0 0 6
大分県 - - - - - - 2 0 1 0 2 0 5
石川県 - - - - - - 0 0 0 0 0 0 0
計 2 4 8 6 6 8 10 0 1 0 2 1 48
２．災害派遣精神医療チーム
　　（DPAT;　Disaster Psychiatric Assistance Team）
自然災害や犯罪事件・航空機・列車事故等の集団災害が発生した場合、被災地域の精神保健医療機能
が一時的に低下し、さらに災害ストレス等により新たに精神的問題が生じる等、精神保健医療への需要
が拡大する。このような災害の場合には、被災地域の精神保健医療ニーズの把握、他の保健医療体制
との連携、各種関係機関等とのマネージメント、専門性の高い精神科医療の提供と精神保健活動の支
援が必要である。このような活動を行うために都道府県及び政令指定都市（以下「都道府県等」とい
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う）によって組織される、専門的な研修・訓練を受けた災害派遣精神医療チームが DPAT（Disaster 
Psychiatric Assistance Team： DPAT） である（災害時こころの情報支援センター、2015）。この
DPAT に精神保健福祉センターも参画する形となるため、多くの準備が必要となるのである。災害支
援と学校の緊急支援を異なる活動と捉えず、危機対応という視点で捉える必要がある。
厚生労働省（2015）は、DPAT の運用の基本方針を下記の通り示している。
（１）平時
都道府県等は災害派遣精神医療チーム体制整備事業を活用する等して当該都道府県等の DPAT の
整備を行い、災害時こころの情報支援センター（厚生労働省の委託事業）に DPAT に関する情報の
登録をする。また、災害時こころの情報支援センターが行う「DPAT 研修」に定期的に参加した上で、
当該都道府県等 DPAT の構成員に対して研修を行い、DPAT の質の維持及び向上を図る。 厚生労
働省は、DPAT の活動要領を策定するとともに、災害時こころの情報支援センターを通じて、全国
の DPAT の質の維持及び向上を図る。
災害時こころの情報支援センターは、都道府県等に対して技術的支援を行うとともに、広域災害等
に対応するための全国規模での研修を行う。また、災害時精神保健医療情報支援システム (Disaster 
Mental Health Information Support System）の運用・保守を行う。都道府県等において地域防災
計画を策定する際には、DPAT の運用についても記述することが望ましい。 
（２）発災後
DPAT は、被災地域の都道府県等からの派遣要請に基づき派遣される。DPAT は、被災都道府県
等の災害対策本部の指示で活動する。厚生労働省は、災害時こころの情報支援センターと共に、発災
直後から情報収集等により都道府県等に対し必要な支援を行うものとし、DPAT の活動に関わる情
報集約及び総合調整、関連省庁との必要な調整並びに被災地域外の都道府県等に対する DPAT の派
遣要請の斡旋を行う。 
　厚生労働省は、災害時に被災地域の都道府県等が DPAT の派遣要請を行わない場合において、緊
急の必要性があると認めるときには、当該都道府県等に対し、DPAT の派遣要請を行うよう求める
ことができる。 
　今回の会議では、大分県こころとからだの相談支援センター土山幸之助センター長がその役割と活
動報告を行った。災害時における当該センターの役割について、①心理的援助を中心とした助言、②
被災者支援、③支援者の支援、④電話相談窓口、⑤広報の 5 点を上げている。これらの災害時にお
ける活動は、CRT の活動とも重なるところは大きいと筆者は考える。詳細資料は、本論資料として
添付する（土山、2015）。
３．終わりに
筆者自身も、災害被災者支援から犯罪被害者支援や地域の学校緊急支援の活動に共通性を見出し、発
生した緊急支援活動を実践している。CRT と DPAT の両活動の共通性を認識することは、地域の精
神保健福祉センターにとってはより良い地域モデルとなると考える。
ただし活動モデルは、一度完成しても組織の再構成や人材が入れ替わるために、常に見直しを迫られ
る。モデルが形骸化するのは簡単なことで、継続させるために機能を常に客観的に評価し、柔軟的に運
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用を考えていく必要がある。行政には人事異動という避けられない仕組みがあり、一度根付いたかに見
えたモデルも数年で誰も経験者がいなくなるという現実がある。また活動モデルの継続と変革を唱える
人さえ、数年以内に人事異動して他部署に移ってしまう可能性があることも注意しなければならない。
一般の人々から精神健康の専門家も含めて、災害や危機に対して平時の準備態勢について時間と労力
を費やすことはできないことが多い。そのことを考えると、日々の生活の中で発生する学校危機への対
応を学び実践することで、大災害への対応を可能にしておくことは非常に有効的な活動と考える、
今後とも全国こころのケアチーム連絡協議会を通して、全国での知見を共有し新しい取り組みを試み
ていくことは非常に意義深い。行政の区分を越えて、経験や知識を提供し合える心強いネットワーク作
りにさらに期待したいと願っている。
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